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第１号議案 

 2017 年度 自治体学会事業報告案                        

Ⅰ 第 31 回自治体学会山梨甲府大会の開催 

  第 31 回自治体学会に先立ち、8 月 25 日（金）に、第 33 回全国自治体政策研究交流会議が開催され、あ

わせて情報交換会が行われた。 

① 日 時：2017 年 8月 26 日（土） 9:30～16:30 

② 会 場：山梨学院大学 メモリアルホール他  

③ テーマ：富士の国やまなしで考える まちづくり ひとづくり 

④ 参加者 380人 

大会では、3 つのセミナー、総括セミナー、9 つの分科会、3 つの研究発表、ポスターセッション及び

自治体学会賞表彰式を実施した。 

⑤ 大会の概要 

１ 共通セミナー 「自治・分権を問う」  （9：30～12：00） 

    セミナー１ 福島と沖縄から 

セミナー２ 政策形成の現場から 

セミナー３ 職員と職場の現場から 

２ 総括セミナー 自治・分権を問う   (13：00～13：45) 

３ 分科会   (14：30～16：30) 

 分科会１ ＮＰＯ活動におけるファンドと自治体の役割 

 分科会２ 地域公共交通をデザインする 

 分科会３ 条例とは何か？ ～乾杯条例を考える～ 

 分科会４ 自治体職員として「一皮むける」瞬間～先輩たちの経験から学ぶ～ 

 分科会５ ふるさと納税の功罪～そのあり方を問い直す～  

 分科会６ （地元企画）市民がつくる中心街と自治体職員～甲府市の事例から～  

 分科会７ （研究支援部会企画）会員必見！研究活動の進め方 

～実践から研究へ・研究から実践へ～ 

 分科会８ （公募企画１）人材育成と政策形成を融合させてみた 

                  ～マッセＯＳＡＫＡの成功事例をもとに～ 

 分科会９ （公募企画２）地域の医療・介護改革に向けた自治体、住民の役割  

４ 研究発表セッション （14：30～16：30） 

 セッションＡ  都市再生、まちづくり                  発表 4件 

 セッションＢ  議会、自治体財政、行政改革               発表 4件 

 セッションＣ  公立文化施設、産業振興・地域振興            発表 4件 

５ ポスターセッション  （9：30～16：00） 

  参加団体による展示及び資料の配布を通して参加者が交流・意見交換をできる場として開催。 

  参加団体：15団体 

６ エクスカーション  

  参加申込者が定員に満たなかったため、3コースとも中止とした。 
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７ 自治体学会賞表彰式 

  田村明まちづくり賞：２件  研究論文賞：１件 

    ※受賞者はⅢで紹介 

８ 大会の詳細細 

  大会の詳細は、学会誌 31-1 号（11月末発行）に掲載。 

 

Ⅱ 総会・評議員会・理事会・部会等の開催 

 学会の運営等に関して各会議を開催した。 

１ 総会 

2017 年 8月 26 日（土）8:30～9:15 に、山梨学院大学メモリアルホールで開催。 

2016 年度事業報告、2016 年度決算報告、2017 年度事業計画案及び 2017 年度収支予算案は、原案のとお

り承認された。新たに顧問を 1名委嘱すること及び文書保存の考え方が報告された。 

 

２ 評議員会 

① 2017 年 8月 25 日（金） 12:00～12:50 於：山梨県立図書館多目的ホール 

2016 年度事業報告、2016 年度決算報告、2017 年度事業計画案及び 2017 年度収支予算案が協議され、

原案のとおり総会に提案されることとなった。新たに顧問を 1名委嘱すること及び文書保存の考え方が報

告された。 

② 2018 年 3月 18 日（日） 14:00～17:00 於：内田洋行ビル２階会議室 

   2017 年度事業報告案、2017 年度決算状況、2018 年度事業計画案及び 2018 年度収支予算案が協議され

る予定。役員推薦委員会を設置する予定。 

 

３ 理事会 

① 2017 年 7月 9日（日)   於：学会事務所会議室 

   総会提出議案について協議、検討。各部会の報告。文書保存の考え方を協議。 

新たに顧問を１名委嘱することを決定。 

② 2018 年 2月 3日（土）  於：学会事務所会議室 

評議員会提出議題について及び大会の動画配信等公開の考え方について協議、検討。 

各部会からの報告。 

また、役員推薦委員会の委員長を選任。 

 

４ 企画部会 

   山梨甲府大会の開催内容の協議、検討。 

① 2017 年 5月 14 日（日)   於：山梨県立図書館多目的ホール 

② 2017 年 8月 25 日（金）   於：山梨学院大学 メモリアルホール 

青森大会の企画内容について協議、検討。 

① 2017 年 10 月 9日（月）   於：九州大学東京オフィス会議室 

② 2017 年 12 月 16 日（土）  於：青森県庁内会議室 

       17 日（日）  於：八甲田丸内会議室 
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③ 2018 年 1 月 21 日（日）  於：法政大学外濠校舎会議室 

④ 2018 年 3 月 17 日（土）  於：法政大学外濠校舎会議室 

 

参考（山梨甲府大会の企画内容について協議、検討。） 

2016 年 11 月 27 日（日）  於：学会事務所会議室 

2016 年 12 月 23 日（金）  於：法政大学大学院研究室 

2017 年 2月 5日（日）   於：九州大学東京オフィス会議室 

2017 年 3月 26 日（日）   於：九州大学東京オフィス会議室   

 

５ 編集部会 

   学会誌の発行内容について協議、検討し、編集した。また、大会において学会誌を販売した。 

① 2017 年 10 月 7日（土）   於：学会事務所会議室 

② 2017 年 11 月 23 日（木）    於：学会事務所会議室 

 

６ 地域支援部会 

  メーリングリスト上で、次の事項について随時協議、検討し、決定した。 

・自治体学会自治立志塾（集中講義）の企画開催等について 

・「田村明まちづくり賞 視て・聴く・新たな気づきの集い」の企画開催等について 

  

７ 研究支援部会 

投稿論文に関して、投稿の促進を行うとともに、査読・修正・採否・学会誌での取扱い等について、メー

ルを活用しながら審議を進めた。 

① 論文応募についての促進活動 

・大会のポスターセッションへの参加 

「研究論文を書こう！相談コーナー」を開設し、冊子「研究論文を書こう！」を配布するとともに、大

会参加者と論文作成について懇談を図った。 

  ・第 31 回山梨甲府大会において、研究支援部会企画の分科会として、「会員必見！研究活動の進め方～実

践から研究へ・研究から実践へ～」を実施し、グループに分かれてのミニワークショップも行いながら

意見交換を進めた。 

② 2017 年 8月 16 日～9月 7日   査読結果をもとに論文審査。前期掲載論文の決定。 

                13 件応募。3件掲載。 

2018 年 1月 24 日～2月 5日   査読結果をもとに論文審査。後期掲載論文の決定。 

                9 件応募。5件掲載。 

 

８ 総務部会 

  資料作成、経理等の学会事務をサポートするとともに、会員管理、メーリングリスト・ホームページ管

理の在り方について検討を行った。新たなホームページ案、入会案内チラシを検討中。 

  また、総会、評議員会、理事会に同席し、議事録を作成した。 

  なお、2017 年 8月 25 日（金）（甲府市内）にオフ会を開催し、学会事務について検討を行った。 

 2018 年 3 月 18 日（日）にオフ会を開催した。 
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９ 学会賞委員会 

  第 7回自治体学会賞の審査を行い、表彰者を決定した。 

① 2017 年 6月 11 日（日）     於：学会事務所会議室 

② 2017 年 7月 9日（日）      於：学会事務所会議室 

 

１０ 役員推薦委員会 

第 1回  2018 年 3 月      於：学会事務所会議室  （予定） 

 

Ⅲ 実施事業 

１ 自治体学会山梨甲府大会の開催 

  再掲（Ⅰを参照） 

 

２ 学会誌の発行 

① 学会誌 31-1 号、1,700 部を発行し（2017 年 11 月）、全会員及び関係機関に配布した。 

  掲載内容：山梨甲府大会における共通セミナー、総括セミナー、分科会、研究発表セッション、ポスタ

ーセッション、学会賞等を報告。研究論文、研究ノートの掲載。 

② 学会誌 31-2 号、1,500 部を発行し（2018 年 3 月）、全会員及び関係機関に配布予定。 

   掲載内容：特集「 どうなる、この国の介護と医療～自治体にできることは何か」。地域活動報告、研究

論文、研究ノートの掲載。 

 

３ 学会賞の授与 

2017 年 8月 26 日に開催された自治体学会山梨甲府大会において、学会賞を下記の者に授与した。 

○田村明まちづくり賞 

＊受 賞 者：特定非営利活動法人 日本上流文化圏研究所 

 対象活動：山梨県早川町の風土と暮らしを活かし山村の再生をめざす活動 

  ＊受 賞 者：特定非営利活動法人 夢空間 松代のまちと心を育てる会 

     対象活動：長野市松代町の歴史を活かした地域住民主体のまちづくり  

 ○研究論文賞 

  ＊受 賞 者：自治体学会議員研究ネットワーク 

   対象著書：Ｑ＆Ａ 地方議会改革の最前線（学陽書房） 

 

４ 研究支援 

 会員の研究活動への支援（投稿論文の査読）。 

○投稿論文の査読を実施し、掲載論文を決定した。 

前期分（31-1 号掲載） 投稿数 13件 掲載論文（研究論文 2件 研究ノート 1件）  

後期分（31-2 号掲載） 投稿数  9 件 掲載論文（研究論文 3件 研究ノート 2件） 

○ポスターセッションへの参加 

 山梨甲府大会ポスターセッションにおいて、研究論文の作成方法等の相談を行った（前掲Ⅱ-8-①を参照）。 

○分科会への参加 
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 山梨甲府大会において、研究支援部会企画の分科会を実施した（前掲Ⅱ-8-①を参照）。 

○研究発表セッションの開催 

山梨甲府大会における研究発表セッションでの研究発表  発表：12 件 

 

５ 情報の収集と発信 

○ホームページによる情報提供 

事業に関する情報発信を随時行い、地域活動支援事業については、会員からの要望を受けてトップページ

に掲載した。 

○情報の収集・提供 

学会員の提供情報に基づき最新情報の収集・提供をした。 

学術会議が公表する情報を会員に提供した。 

○会員相互の情報交流 

メーリングリストを運用し、会員間の情報交換を進めた。 

 

６ 学会の活性化を目指した事業の実施    

 ①自治体学会自治立志塾（集中講義）の開催 

 2018 年 1 月 20 日（土）、21日（日） 愛媛県内子町 

 講師：岡﨑昌之 法政大学名誉教授（元自治体学会代表運営委員） 

   

７ 地域活動への支援 

①第 33 回全国自治体政策研究交流会議山梨甲府大会プレ大会 

*申請者：第 33回全国自治体政策研究交流会議山梨甲府大会実行委員会（承諾評議員：熊谷隆一） 

*日時・会場：2017 年 5月 13 日（土）、5月 14日（日）：山梨県立図書館 2階多目的ホール 

②北海道自治体学会 2017 年度政策シンポジウム 

*申請者：北海道自治体学会（承諾評議員：石井吉春、安田あきの） 

*日時・会場：2017 年 5月 27 日（土）：北海道大学人文・社会科学総合研究棟 

③進士五十八先生集中講座 in Kameoka まちづくりデザイン塾  

～自然と共生する持続可能な地域形成とは～ 

  *申請者：まちづくりデザイン塾実行委員会（承諾評議員：馬場正実） 

  *日時・会場：2017 年 6月 3 日（土）、6月 4日（日）：ガレリア亀岡 

 ④2017 年度東海自治体学会研究会 「流しの公務員？～自治体職員の新たな働き方への提案～」 

*申請者：東海自治体学会（承諾評議員：岡田英幸） 

*日時・会場：2017 年 7月 1 日（土）：名城大学名古屋ドーム前キャンパス 南館 

⑤信州自治体学会フォーラム 「人はどこに集まるのか ～清内路地区の取り組み～」 

*申請者：信州自治体学会（承諾評議員：小池啓道） 

*日時・会場：2017 年 7月 1 日（土）、2日（日）：阿智村旧清内路中学校 

⑥北海道自治体学会地域フォーラム inしもかわ 

  *申請者：北海道自治体学会（承諾評議員：中島興世、石井吉春、安田あきの） 

  *日時・会場：2017 年 11 月 11 日（土）、11月 12 日（日）：下川町バスターミナル合同センター 
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⑦近畿自治体学フォーラム 2017in 大阪  

  *申請者：近畿自治体学会（承諾評議員：前川さゆり、荒木和美） 

*日時・会場：2017 年 11 月 25 日（土）：守口市役所 

⑧フォーラム「キオクをツナグ４ ～東北と九州の災害経験を未来にツナグ～」 

  *申請者：九州自治体学会（承諾評議員：日野稔邦） 

  *日時・会場：2017 年 12 月 2日（土）：佐賀市バルーンミュージアムレクチャールーム 

 

Ⅳ 事務局運営 

 2014 年 4 月 1 日から、東京都千代田区神田錦町 2-1 に事務局を移転し、学会事務を行っている。 

 事務局には、専従者 1名（勤務日年間 80 日間程度）を含む３名を置き、総務部会員の協力を得て理事会と

の連携協力のもと事務局を運営した。 

 事務局の具体的な事務内容は、会員管理及び会計処理のほか、各部会の事務処理、総会・大会開催時の事務

処理等である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


